








them are peoplewho came toJapanin coIonialtimes and their
descendants・Theyaredistinguishedfromthe“newcomers’1，Who
have come toJapanin recent years forstudy，WOrk，mamage，
etc．，and are cal1ed“01dcomers’1．The“01d comers”account for
about76％ofthepopulationofKoreansinJapan，aPeOPlewho
have beeninthe country for a hundred years or more．More
than　280，000　Koreans have acquiredJapanese nationality，
However，an eVenlargenumberare residinginJapanasSouth
KoreanorNorthKorcammatiomals．
This paper examines the complex sltuation of Koreansin
Japan・lwi11glVe CarefulconsiderationtotheirhistorlCa】experl－








































































































































































































































































































































































































































年 度 帰 化 数 年 度 帰 化 数 年 度 帰 化 数 年 度 帰 化 姦
1952 232 1970 4，646 1990 5，216 2002 9，188
1955 2．434 1975 6．323 1995 10，327 2003 11，778
1960 3，763 1980 5，987 2000 9，842 2004 11，031
． 3，438 1985 5，040 2001 10．295
たちの死亡で年々減っており、「このままいくと、在日の韓国籍、朝鮮籍
の人は毎年一万人ずつ減っていく。あと数十年以内にはほとんどゼロにな
る」という予測もある（毎日新聞1999年4月3日）。このように「帰化着
手在日コリアン」という、日本と韓国、そして在日コリアン社会の考え方
は、言うまでもなく「国籍＝民族」という信念から来るものである。
在日同胞の日本生まれの世代の大多数は、すでに言責、生活文化など
民族的特性を尖っても、辛うじて「国籍」を民族的アイデンティティ
のよりどころにしている。いいかえれば、「国籍」こそ、在日同胞が
日本の「単一民族」への吸収・同化から民族的アイデンティティを守
る最後のさいごの砦であり、一世たちが守ってきた貴重な遺産である
（統一日報1995年8月15EI）。
これは、民族名と母国語を失っていく在日コリアン2世、3世、4世た
ちの現状を心配している歴史学者、萎在彦氏の文章である。姜在彦氏のよ
うな1世たちにとって、「国籍」とは「民族性」を守る「最後の砦」であ
る。しかし、このような言説が帰化した「日本籍コリアン」を「民族の離
脱者」という立場に追い払ったことも否定はできないだろう。
帰化後、自分の出自（来歴）を隠すために努力し、またそのようなこと
をする自分について悩み、苦しむ人々が多く存在しているのは事実である
が、しかし他方では、国籍にこだわらず自分流の民族性を固守しようとす
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る動きも起きている。このような人々にとって帰化とは、もはや民族に対
する背信行為でも、自分自身に対する否定でもない。「民族＝身体」「国籍
＝衣服」と捉えれば、どのような「衣服」（国籍）を着た　く持った）として
も、「身体」（民族）は変わらないものである。大切なのは本人の考えとな
る。彼らの中では、「国籍」ではなく、むしろ「民族名」（本名）を自分の
民族的アイデンティティを守ってくれる「最後の砦」と看倣す人も少なく
ない。
本名がすべてです、ぼくにとっては。極端に言えば、歴史と言葉はい
らない、こいつさえあれば。もちろん、言葉とか歴史を覚えようとす
る努力はしますよ。だけど、こいつをまずやらないことには、話にな
らない。通名を使って朝鮮語を話すのと、話せなくても本名を使って
生きるのだったら、ぼくは、後者のほうが立派だと思いますよ。自分
が韓国人の血をもっているものだって表すものは、国籍じゃなくて、
名前だと思うんです。どうしても名前だけはこだわりたい（1967年生
まれの在E3世、福岡1993：144から引用）。
このように回籍より名前に自分の民族的アイデンティティを投影する若
者も増加しているが、さらに、民族というもの自体にこだわらない若い世
代も増えている。彼らにとって民族や国籍というものは、1世たちのよう
に命を懸けてまで守るべき大切なものでもなく、ただ、「日本人」「韓国人
（朝鮮人）」「在日」という「選択の幅（可能性）」が広くなったことに過ぎ
ないかもしれない。しかし、そうだとしてもここで確かめておくべきこと
がある。それは、多くの在日コリアンに帰化の機会は開かれているが、彼
らの選択はまったく「自由」であるとは言い切れず、日本社会における
「異質者」に対する社会的偏見や差別が続く限り、実は「強要」されてい
る可能性が高いという事実である。
在日コリアンに対する差別が依然として存在しているとはいえ、困難な
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状況の在日コリアンを助け、また保護してくれている日本人も多い。以下
は、ニューカマー夫婦の事例である。
1989年に日本に留学し、大学院を卒業した後、一度は韓国の法律事務
所に就職が決まった林氏（東京都居住）は、IMF（通貨危機）の影響で
その就職が取り消されてしまうと、日本の会社（焼肉チェーン）に就
職した。そして2000年には会社での経験を生かし、自分の焼肉店を構
えた。林氏夫婦は5年前から都営住宅に住んでいるが、彼らには小学
5年生と1年生（双子）の、3人の息子がいる。夫が仕事に出かけた
ある日、一人の子供がケイレンを起こし、救急車で病院に行くことに
なったが、妻は他の子供たちを連れて行くことができず、隣家の日本
人の老夫婦に頼んだという。病院から戻ると、老夫婦は、2人の子供
たちを風呂に入れ、また夕食も食べさせておいたのである。それから、
3人の子供たちは老夫婦を実の祖父母のように慕うようになった。お
じいさんは、双子が小学校に入学する時にはランドセルを買ってくれ
ると約束していたが、その入学を迎える前に病気で亡くなってしまっ
た。しかし、おばあさんはおじいさんの約束通り、双子の入学プレゼ
ントでランドセルを買ってくれたという。今も、3人の子供たちは学
校から戻ると、「おばあちゃんの家に宿題Lに行く」と宿題を持って
行く。妻は今も、故人の形見ということで、サドルが壊れているにも
かかわらず、おじいさんの自転車を使っている（2005年10月27日）。
5．おわりに
先述のように、南北（祖国）の分断は物理的な障壁が存在しない在Hコ
リアンにとっても大きな悲劇で、試練であった。しかし、これは個人の努
力だけで解決できる問題でないがゆえに、在日1世たちは自分たちの無力
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感を痛感しながらも長い間、民族統一の瞬間を待ってきた。遺骨になって
も帰郷（統一）を待つ1世も少なくない。しかし、帰郷を諦めて日本に永
住する（埋められる）1世たちも増えている今日、2世、3世、4世たち
は、故国について、分断について、統一についてどう思っているのであろ
うが。そして最近急進展している南北融和についてどのような考えを持っ
ているのであろうか。以下ではいくつかの事例（考え）を紹介してみよう。
大阪朝鮮高級学校1年の金正訓選手（1986年生まれ）は、2002年9月、
UAE（アラブ首長国連邦）で開催されたサッカーU17（17歳以下）アジ
ア選手権大会で韓国チームの一員としてピッチに立った。大阪生野区
で生まれ、幼い頃からサッカーを続けてきた彼は、12歳に関西選抜に
選ばれるほどの実力だった。しかし、金選手が自分の立場を理解する
ようになったのは中級部（中学校）3年の時である。同じく「ガンバ
大阪ジュニアユース」所属の同僚2人がU15日本代表に選ばれた日、
自分は在日だから日本代表にはなれないということをわかっていても
悔しかったという。ところが、2002年の春、元韓国のプロサッカー選
手で、当時、大阪朝鮮高級学校サッカー部のコーチを務めていた裡徳
柱氏の紹介で韓国の監督に推薦される夢のようなことが起き、7月に
朝鮮学校の学生として韓国代表チームに選抜される快挙が実現した。
その背景には2000年6月の南北首脳会談以来進展している南北融和の
流れがあった。「学校は協力的だったし、友たちらも激励してくれま
した。ぼくは本国の人間じゃないから、ハンディもプレッシャーも感
じました。……言葉がしゃべれたので、違和感なく溶け込めました。
以前は『りリマル』（母国語）なんかええやんという感じでしたが、
りリマルはきれいなと思うようになって、いまは毎日韓国の映画やド
ラマを見ています」という（高賛備　2004：74－75から要約引用）。
金香淑氏（在日2世、東京都居住）は、6．15南北共同宣言（2000年）は
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遅すぎたと強く思った。1世が生きている間に統一は達成されるべき
だと祈願してきたからである。昨年の11月福岡県小倉市に住んでいる
父、母、兄と一緒に総聯故郷訪問団の一員として韓国を訪問した。父
の故郷は新羅の古都である慶州。幼い頃、遊んだという崎星台など、
行くところで見せる父の表情はまるで少年のようで、とても喜んでい
た。学びたいという一念で単身日本に渡り、解放後は総聯の仕事をし
てきた父。親戚が一人もいない日本での生活は祖国の分断と共に長期
化され、韓国の父母、兄弟とは連絡が途絶えたままだった。居場所を
見つけたソウルの弟と東京で会ったのが20年前。……ソウルの叔父と
親戚たちは暖かく、別れていた歳月は長かったが、お互いの気持ちは
伝わった。……日本へ向かう機上で、北の人でも南の人でもない「在
日という自分」の存在を考えた。日本で成長するだろう二人の息子た
ちの将来を思った。祖国が二つに引き裂かれた中で、日本で育ってい
く彼らが、自分たちを誇れるわけがない、この状況が続けば、日本社
会に埋没してしまう。統一こそ、生きる道ということがはっきり見え
た（『月刊イオ」2005年8月号：14－15）。
国営放送がKBSですか。先日、KBSのある番組で「朝総聯の過去は
そうだとしても、彼らが行ってきた民族教育については感謝すべき」
という話が放送されるのを見て涙が出ました。統一はもうすぐです。
大韓民国も共和国（北朝鮮）も同じ民族、同じ祖国です。北の選手た
ちを歓迎してくれる南側の若い人たちに感謝します（2005年10月2日
の神奈川朝鮮初中高級学校の運動会で、総聯系在日1世）。
上記の事例を通じて、民族の統一が、在日同胞たちの間で現実感ある近
い未来のこととして感じられていることが見て取れる。それは即ち、南北
の対立構図がいかほど彼らを苦しめてきたのかということの反証でもある。
以上、本稿で検討してきた在日コリアンの「歴史的特殊性」を簡略に整
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理すると、次のようにまとめることができよう。日本の植民地支配が今日
の在日コリアンを存在させ、南北（祖国）の分断が在日社会の分裂と思想
的対立を招来し、戦後の日本政府の差別政策が在日コリアンの民族的アイ
の
デンティティの維持を難しくさせてきた。そして、これらすべてが在日コ
リアンの複雑な現実を作り出してきたといえる。しかし、在日コリアンの
社会はその複雑さのゆえに多くの変化を見せている。例えば、従来政治
的・思想的に対立してきた民団と総聯の民族学校において、両者とも、韓
国籍・朝鮮籍・帰化した韓国系日本人を民族教育の対象として含むという
新しい模索がなされている。また、民族的アイデンティティや在日として
の生き方などにも多様な考えがみられるようになっている。2000年以降進
展している南北の民族融合の動きや、近年活発な日韓の文化交流もそのよ
うな変化の背景として位置づけることができよう。
今後、在日コリアンの数そのものの減少は避けられない事実であろうが、
どのような可能性が在日コリアンによって実現できるのかを見守って行き
たい。
注
1）その他の在留資格については入国管理局のホームページを参照。
http：／／www．moj．go．jp／NYUKAN／irLdexhtml。
2）川崎の朝鮮学校にも「韓国誇」の生徒が通っていたので、東京韓国学校でも
「r朝鮮籍J　の生徒はいるのか」と質問したが、父母の国籍は問題にならないの
で、確認はしていないと答えられた。
3）東京韓国学校は、特に英語の授業の比重が大きいが、これは他の日本の公立
学校と（私立学校とも）「差別化」される部分である。初等部の場合、2001年
から一般授業をネーテイブの教員が行う「イマージョン」（lmmerSion）授業を
導入したが、結果的に父母から大きな支持を得るのに成功したという。
4）授業における基本言語は韓国語であるが、永住者の子女のために韓国語と日
本語を混用する場合もある。
5）もちろん、合格者の大部分が優秀な学生であろうが、民族学校である東京韓
国学校が日程両国の入試制度を有利に利用できる「意外な利点」を保持してい
ることを今回の調査で初めて知った。ちなみに、東京韓国学校のユニホームは
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日本の一般的な制服と差がなかった。そして、給食は実施していないので、家
庭からの弁当や注文弁当などを利用していた。また、初等部には放課後に韓国
語と日本語の補習授業が行われていた。
6）中級都では、国語（朝鮮語）5時間－6時間、日本語4時間の授業を行って
いる（在日本朝鮮人総聯合会　2006）。
7）朝鮮大学（東京都小平市）は全校生が寮で生活する全寮制を実施している。
学校に近くに住んでいる学生であっても例外はない。したがって、昼間はしば
らく帰宅できても夜は門限前に寮に戻らなければいけない。
8）「出入国管理及び難民認定法」の詳細＝二ついては入国管理局のホームページ
を参照。http：／／wwwmoj．gojp／NYUKAN／NYUKANHO／hoOlhtml
9）1970年代の在日コリアン知識人の中では、当時の在日コリアン2世、3世の
民族憲政に関して、民族差別が放置されている日本のような閉鎖的社会では
「ノーマルな民族意識」よりは被差別意識の裏返しとしての「アブノーマルな
エスニック・アイデンティティ」が一般化になりつつある（朴一1997：
74－75）という、「差別が民族意識を強化させている」との考えももちろん存在
していた。
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